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夏がきた！
みんなで食べると
おいしいね

（天満幼稚園「七夕会」）



定例会

　

６
月
定
例
会
は
、
２
日
に
招
集
さ
れ
、
19
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
条
例
の
改
正
、
５
年
度
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
、
人
事
案
件
な
ど
７
議
案
を
可
決
・
適
任
と
し
、

議
員
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
59
人
で
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
省
エ
ネ
家
電
等
買
い

替
え
に
補
助
金
を
交
付

　

家
庭
に
お
い
て
消
費
電

力
が
大
き
い
エ
ア
コ
ン
や

冷
蔵
庫
、
給
湯
器
を
、
省

エ
ネ
性
能
の
高
い
も
の
へ

買
い
替
え
る
費
用
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
、
高
騰

し
て
い
る
電
気
代
等
の
負

担
軽
減
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

補
助
金
額
は
購
入
費
用

の
20
％
で
、
補
助
上
限
額

は
、
エ
ア
コ
ン
及
び
冷
蔵

庫
は
４
万
円
、
高
効
率
給

湯
器
は
６
万
円
で
す
。

　

７
月
１
日
以
降
の
購
入

分
が
補
助
対
象
で
、
申
請

受
け
付
け
は
７
月
３
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。
先
着
順

で
、
予
算
が
な
く
な
り
次

第
終
了
と
な
り
ま
す
。

主
な
質
疑

問	

申
請
に
必
要
な
書
類

等
は
。

答	

申
請
書
、
領
収
書
の

写
し
（
購
入
日
や
購
入
店

舗
等
の
所
在
地
、
製
品
の

商
品
名
や
型
番
が
分
か
る

も
の
）、
保
証
書
の
写
し
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
写

し
、
旧
家
電
撤
去
前
と
対

象
家
電
設
置
後
の
写
真
な

ど
が
必
要
と
な
る
。

問	

エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
、

給
湯
器
は
、
全
て
の
製
品

が
対
象
と
な
る
の
か
。

答	

「
統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ

ル
（
製
品
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
性
能
を
星
の
数
で
表
し

た
も
の
）」
の
多
段
階
評
価

点
の
値
が
、
一
定
以
上
の

製
品
で
あ
れ
ば
、
対
象
と

な
る
。

＝
全
会
一
致
　
可
決
＝

省
エ
ネ
家
電
・
給
湯
器
の

省
エ
ネ
家
電
・
給
湯
器
の

　
　
　

　
　
　

  

買
い
替
え
費
用
を
補
助

買
い
替
え
費
用
を
補
助

補助金を利用して設置されたエアコン（上）と統一省エネラベル（下）
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建
築
後
32
年
が
経
過
し
、

雨
漏
り
な
ど
老
朽
化
に
よ

る
不
具
合
が
生
じ
て
い
る

天
満
幼
稚
園
の
既
存
園
舎

の
改
造
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
屋
上
の

防
水
シ
ー
ト
貼
替
、
外
壁

塗
装
、
床
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

貼
替
、
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
換
気
及
び
暖
房
設

備
取
替
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
で
す
。

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
は
、
建
築
後
36
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
に
よ
り
雨

漏
り
や
空
調
等
に
不
具
合

が
生
じ
て
い
る
た
め
、
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
屋
上
の

防
水
塗
装
及
び
防
水
シ
ー

ト
貼
替
、外
壁
塗
装
補
修
、

天
井
及
び
内
壁
の
ク
ロ
ス

貼
替
、
空
調
設
備
取
替
な

ど
で
す
。

　

役
場
庁
舎
新
館
は
、
建

築
後
23
年
が
経
過
し
、
空

調
設
備
等
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

空
調
設
備
の
更
新
に
合

わ
せ
て
、
照
明
器
具
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
屋
上
の
防
水
シ

ー
ト
貼
な
ど
の
工
事
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
館
は
、
外
壁

の
補
修
・
塗
装
、
廊
下
及

主
な
質
疑

問	

教
室
の
工
事
中
、
園

児
は
ど
こ
で
過
ご
す
の
か
。

答	

教
室
の
工
事
は
、
夏

休
み
中
に
終
了
す
る
予
定
。

　

夏
休
み
中
の
預
か
り
保

育
は
既
に
工
事
が
終
了
し

て
い
る
教
室
で
行
い
、
園

の
活
動
に
支
障
が
な
い
よ

う
調
整
す
る
。

問	

工
事
中
、
園
児
の
安

全
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

答	

工
事
期
間
中
は
、
仮

囲
い
で
工
事
現
場
と
遮
断

し
、警
備
員
も
配
置
す
る
。

―
全
会
一
致
　
可
決
―

主
な
質
疑

問	

工
事
期
間
中
は
、
全

館
閉
鎖
に
す
る
の
か
。

答	

工
期
内
の
一
定
期
間

は
、
使
用
を
止
め
て
工
事

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

閉
鎖
期
間
が
決
ま
れ
ば
、

町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
す
る
。

び
階
段
の
Ｐ
タ
イ
ル
貼
替
、

会
議
室
の
ク
ロ
ス
貼
替
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
等
で
使
用
す

る
ワ
ー
ク
ブ
ー
ス
の
設
置

な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

主
な
質
疑

問	
工
事
期
間
中
、
役
場

の
業
務
に
支
障
は
な
い
か
。

答	

影
響
が
出
る
部
分
は
、

土
・
日
曜
日
や
執
務
終
了

後
に
工
事
を
行
う
。

―
全
会
一
致
　
可
決
―

―
全
会
一
致
　
可
決
―

入 札 方 法　		郵便応募型条件付き	
一般競争入札

契約の相手方　㈱貝塚工務店
契　約　額　1億2,650万円
工　　　　期　5.6.20～5.10.31

入 札 方 法　		郵便応募型条件付き	
一般競争入札

契約の相手方　三宅建設㈱
契　約　額　5,445万円
工　　　　期　5.6.20～6.3.31

入 札 方 法　		郵便応募型条件付き	
一般競争入札

契約の相手方　㈱赤鹿建設
契　約　額　2億42万円
工　　　　期　5.6.20～6.3.31

天
満
幼
稚
園
大
規
模
改
造
工
事

�

請
負
契
約
を
可
決

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

�

請
負
契
約
を
可
決

役
場
庁
舎
維
持
改
修
工
事

�

請
負
契
約
を
可
決

大規模改造される天満幼稚園

改修される農村環境改善センター

改修される役場庁舎新館
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令和５年度 一般会計補正予算（第２号）

〈第2号〉歳入の主な内容
○新型コロナウイルスワクチン接種対策
費負担金
 5,974万円新設
　５年９月に開始予定の新型コロナウイ
ルスワクチン接種費用に対する国庫負担
金です。

○新型コロナウイルスワクチン接種体制
確保事業費補助金
 5,173万円新設
　５年９月に開始予定の新型コロナウイ
ルスワクチン接種を行うための経費に対
する国庫補助金です。

〈第2号〉歳出の主な内容
○新型コロナウイルスワクチン接種事業
 １億 1,200万円新設
　５年９月に開始予定の新型コロナウイ
ルスワクチン接種を行うための医師委託
料などの費用です。

○子ども・子育て支援事業
 60万円新設
　子どもたちが未来に希望を持ち、安心
して過ごせる環境づくりを推進していく
ため、子どもの居場所づくりの周知や理
解を深めるためにイベント等を実施する
団体を支援するための補助金です。

○省エネ家電等買替促進事業
 3,100万円新設
　家庭において消費電力が大きいエアコ
ンや冷蔵庫、給湯器を、省エネ性能の高
いものへ買い替えを促進するための補助
金です。

○土地改良補助事業
 475万円増額
　南池（野谷）排水路の法

のり

面
めん

補修に係る
工事費及び事業負担金です。

＝　全会一致　可決　＝

補正増額　１億 5,769 万円　　総額　121 億 4,119 万円
新型コロナウイルスワクチン接種事業費などを増額

　

山
田
立
美
議
員
が
多
数

の
住
民
宅
に
配
布
し
た
ビ

ラ
の
内
容
は
、
稲
美
町
議

会
の
他
議
員
を
侮
辱
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
議

会
に
対
す
る
住
民
か
ら
の

不
信
を
招
き
、
議
会
の
信

用
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
た

と
し
て
、
関
灘
真
澄
議
員

か
ら
山
田
立
美
議
員
に
対

す
る
議
員
辞
職
勧
告
決
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
反
対
〉　
樋
口　
瑞
佳　

　

決
議
案
の
内
容
は
議
会

外
の
話
で
あ
る
。
ま
た
、

山
田
議
員
の
意
見
を
聞
か

ず
し
て
判
断
で
き
な
い
。

よ
っ
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　
池
田　
博
美　

　

山
田
議
員
の
行
為
は
、

品
位
と
職
責
を
損
な
い
、

住
民
の
議
会
不
信
を
招
く

こ
と
に
な
り
、
辞
職
勧
告

や
む
な
し
と
判
断
す
る
。

〈
反
対
〉　
木
村　
圭
二　

　

私
は
ウ
ソ
で
政
治
倫
理

調
査
請
求
さ
れ
た
当
事
者

で
あ
る
。
ウ
ソ
を
言
い
続

け
て
い
る
が
、
今
回
は
辞

職
勧
告
に
な
じ
ま
な
い
。

〈
賛
成
〉　
長
谷
川
和
重　

　
住
民
不
信
と
議
会
の
名

誉
を
著
し
く
損
な
わ
せ
た

行
為
。
住
民
か
ら
信
頼
さ

れ
た
議
会
の
刷
新
と
浄
化

へ
の
責
任
に
基
づ
き
賛
成
。

〈
賛
成
〉　
河
田
公
利
助

　
議
員
は
、
住
民
福
祉
向

上
の
た
め
に
働
く
べ
き
で
、

職
分
を
忘
れ
、
全
町
的
に

誹
謗
中
傷
ビ
ラ
を
配
布
す

る
こ
と
に
傾
注
し
て
い
る
。

＝
賛
成
少
数　
否
決
＝

（
賛
成
５
、
反
対
７
）

討
論

山
田
立
美
議
員
の

　
議
員
辞
職
勧
告
に
関
す
る
決
議
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令和５年度 一般会計補正予算（第１号）

〈第1号〉歳入の主な内容
○新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金 １億487万円新設
　住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり
３万円を支給するための国庫補助金です。

○低所得の子育て世帯に対する子育て世帯
生活支援特別給付金給付事業費補助金
 1,500万円新設
　低所得の子育て世帯に対し、児童１人当た
り５万円を支給するための国庫補助金です。

〈第1号〉歳出の主な内容
○住民税非課税世帯等に対する臨時特別
給付金給付事業 １億476万円新設
　住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり
３万円を給付するための費用です。
○水道事業会計支出事業 6,410万円新設
　物価高騰等の影響を受けている住民及び事
業者の負担を軽減するため、４カ月分の水道
基本料金を無料にするための水道事業会計へ
の補助金です。

○低所得の子育て世帯に対する子育て世
帯生活支援特別給付金給付事業
 1,713万円新設
　低所得の子育て世帯に対し、児童１人当た
り５万円を給付するための費用です。

補正増額　１億 8,898 万円　　総額　119 億 8,350 万円
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費などを増額

臨時会
　

第
１
８
４
回
臨
時
会
は
、
５
月
16
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
、
５
年
度
補
正
予
算
、
人
事
案
件

な
ど
７
議
案
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

水
道
基
本
料
金

水
道
基
本
料
金

��
４
カ
月
無
料

４
カ
月
無
料

水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

〇
水
道
料
金
の
基
本
料

金
４
カ
月
分
を
無
料
に

　

物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
住
民
及
び
事

業
者
へ
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
水
道
事
業
会
計

を
補
正
し
、
基
本
料
金
４

カ
月
分
を
無
料
に
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問	

基
本
料
金
が
無
料
と

な
る
請
求
月
は
。

答	

７
月
、
８
月
、
９
月
、

10
月
に
請
求
さ
れ
る
基
本

料
金
が
無
料
と
な
る
。

問	

２
年
度
、
４
年
度
に

続
き
、
今
回
で
３
回
目
と

な
る
事
業
で
あ
る
が
、
人

口
は
減
少
し
て
い
る
の
に

予
算
額
が
増
え
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

答	
人
口
は
減
少
し
て
い

る
が
、
新
築
住
宅
や
集
合

住
宅
が
増
え
、
検
針
及
び

契
約
件
数
も
増
え
て
い
る

た
め
、
こ
の
状
況
を
考
慮

し
て
予
算
を
増
額
し
て
い

る
。

問	

下
水
道
使
用
料
も
免

除
し
な
い
の
か
。

答	

多
く
の
人
に
平
等
に

還
元
で
き
る
よ
う
、
普
及

率
が
１
０
０
％
で
あ
る
水

道
料
金
を
対
象
と
し
て
い

る
。＝全

会
一
致
　
可
決
＝

＝　全会一致　可決　＝

生活に欠かせない水道基本料金を補助
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議案などの審議結果【5月臨時会・６月定例会】
賛否の分かれた議案

議　案　名
賛
成
反
対

議
決
結
果

議
決
日

河
田
公
利
助

関
灘　

真
澄

山
口　
　

守

大
路　
　

恒

樋
口　

瑞
佳

木
村　

圭
二

吉
田　
　

剛

辻
元　

誠
志

山
田　

立
美

池
田　

博
美

池
田
い
つ
子

大
山　

和
明

小
山　

裕
美

長
谷
川
和
重

決　議 山田立美議員の議員辞職勧告に関する決議 5 7 否決 6/19 ○ ○ × × × × × ○ 除 ○ × － × ○

〔表示例〕○……賛成　　×……反対　　除……除斥（注）
（注）除斥とは、議会における審議を公正なものとするために、議案などと一定の利害関係を有する議員は、その審議及び採決に参加す
ることができないとする制度です。（地方自治法第117条）
※議長は採決に加わりませんので「－」で表示しています。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

全員が賛成した議案

議　案　名 議決日

条　例
▶専決処分書（税条例の一部改正）　▶専決処分書（国民健康保険税条例の一部改正）
▶専決処分書（印鑑条例の一部改正） 5/16

▶税条例の一部改正　 6/19

５年度
予　算

▶一般会計補正予算（第1号）　▶水道事業会計補正予算（第1号） 5/16
▶一般会計補正予算（第2号）　▶介護保険特別会計補正予算（第1号） 6/19

契　約 ▶稲美町立天満幼稚園大規模改造工事請負契約の締結
▶稲美町役場庁舎維持改修工事請負契約の締結　▶農村環境改善センター改修工事請負契約の締結 6/19

人事案件 ▶人権擁護委員候補者の推薦 6/2
その他 ▶専決処分書（固定資産評価員の選任） 5/16

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

大お
お

西に
し　

孝た
か

彦ひ
こ

氏
を
適

任
と
認
め
ま
し
た
。

	

（
新
任
）

住
所　

稲
美
町
六
分
一

　

任
期
は
、
８
年
12
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　
適
任
＝

不
登
校
児
童
生
徒
の

�

関
係
者
の
声
を
聴
く

意
見
交
換
会

　

５
月
20
日
に
「
不
登
校

児
の
居
場
所
、
保
護
者
の

困
り
ご
と
」を
テ
ー
マ
に
、

不
登
校
児
童
生
徒
に
関
わ

る
皆
さ
ん
と
、
総
務
福
祉

文
教
常
任
委
員
会
委
員
で

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
「
ふ
れ
あ
い
教
室
の
周

知
が
十
分
で
な
い
」「
困

っ
て
い
る
人
に
情
報
が
流

れ
て
こ
な
い
」「
子
ど
も
が

い
つ
で
も
行
け
る
居
場
所

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
の

内
容
を
踏
ま
え
て
、
教
育

委
員
会
に
改
め
て
現
状
を

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
予
算
的
な
制
約

も
あ
り
ま
す
が
、
人
員
増

や
多
様
な
居
場
所
づ
く
り

な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
施

策
へ
の
反
映
も
課
題
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

不登校児童生徒の関係者との意見交換会
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５
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

6
月
定
例
会

6
月
定
例
会



※登壇順（質問順）に掲載しています。

のある質問事項を掲載しています。

一般質問一般質問６月定例会

まちづく
りをどう

する

質問者 掲載ページ 質　　問　　事　　項

木村　圭二 8
①街灯の電気料金を公費負担に　 ②消防団活動補助金と消防団員の報酬を問う
③農業商業工業の均衡の取れたまちづくりを　 ④待機児童の解消を求める
⑤51億円を超える財政調整基金の活用を　 ⑥住民サービスの向上を

辻元　誠志 8
①認知症対策について

②町長が提唱するオンリーワンの人づくりについて

樋口　瑞佳 9
①子どもの居場所づくり担当課の業務は
②天満大池バイパスに伴う清久寺交差点について
③地域コミュニティ（地域共同体）の変化

山田　立美 9
①北山水路の竹害問題を問う
②認知症支援の取り組みを問う
③自転車のヘルメット着用義務化について

河田 公利助 10
①新品種米と農作業負担の軽減は
②コウノトリと共生できる豊かな社会を
③スポーツ施設等の予約システムについて

池田　博美 10
①財政調整基金で住民に還元を　 ②中学校給食の無償化を
③天満東幼稚園で３歳児受け入れを
④自治会イベントにも補助を

池田 いつ子 11
①防災担当女性職員は
②稲美　コウノトリ誕生
③無農薬のお米と野菜を学校給食へ

関灘　真澄 11
①学校給食費の公会計化実施に向けた状況を問う　 ②陳情書の取り扱いについてを問う
③いきいきセミナー講座はなぜ廃止になったのか　 ④役場内組織機構改革の検討は
⑤空き家対策・空き家バンクについてを問う

長谷川 和重 12
①日本一優しさに包まれる子育ての町　稲美町を目指すについて
②自転車ヘルメット装着努力義務化に購入費補助をしては　 ③オンリーワンの人づくり・まちづくりについて
④地域住民との協働参画によるまちづくりに住民協働係を住民協働課にしてはについて

山口　　守 12
①カーボンニュートラルの工程を示せ　 ②静穏な生活環境を守れ
③孤独・孤立対策は
④病児保育実施の見通しは

𠮷田　　剛 13
①まちづくり活動について
②公共施設の有効活用を
③播州葡萄園跡地のこれからは

小山　裕美 13
①子どもたちの健やかな成長のために
②登下校中の交通安全対策は
③飼い主のいない猫の環境問題と対策

大路　　恒 14
①就学援助金及び入学準備金の現状は

②学校給食費の完全無償化を求める
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２
０
２
５
年
に
は
、
高

齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認

知
症
と
推
計
さ
れ
る
が
、

若
年
性
認
知
症
を
含
め
た

患
者
の
把
握
と
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　
厚
生
労

働
省
の
推
計
基
準
か
ら
、

当
町
の
認
知
症
は
約
１
４

８
０
人
、
若
年
性
認
知
症

は
約
８
人
と
推
計
さ
れ
る
。

　

消
防
団
へ
の
補
助
金

交
付
手
続
き
で
、
予
算
書

と
実
績
報
告
書
の
提
出
を

求
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は

財
務
規
則
に
違
反
し
、
首

長
と
職
員
は
賠
償
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
る
が
。

町
長　
実
績
報
告
書
な
ど

の
提
出
を
求
め
て
い
な
か

っ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、

大
変
申
し
訳
な
く
深
く
お

詫
び
し
た
い
。

　

い
つ
か
ら
か
は
不
明
で
、

現
在
対
応
を
協
議
中
だ
。

今
後
、
適
正
な
事
務
処
理

に
努
め
る
。

　

消
防
団
の
活
動
補
助
金

の
増
額
を
検
討
す
べ
き
だ
。

経
済
環
境
部
長　
検
討
委

消防団の補助金交付に瑕
か

疵
し

がある
深くお詫びしたい

認
知
症
の
不
安
解
消
を

健
康
福
祉
部
長

症
状
に
応
じ
た
相
談
を
行
っ
て
い
る

木
き

村
むら

　圭
けい

二
じ

辻つ
じ 

元も
と

　
誠せ
い 

志し

員
会
で
検
討
し
た
い
。

農
業
商
業
工
業
の
均
衡
の

取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

　

３
年
の
農
業
総
産
出
額

は
18
億
８
千
万
円
、
２
年

の
工
業
出
荷
額
は
１
８
７

８
億
１
千
万
円
だ
。

　

農
業
は
重
要
な
産
業
だ

が
基
幹
産
業
で
は
な
い
。

認
識
を
改
め
る
べ
き
だ
。

町
長　
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

街
灯
の
電
気
料
金
は
公

費
で
負
担
す
べ
き
だ
。

経
済
環
境
部
長　
街
灯
の

電
気
料
金
は
自
治
会
に
お

願
い
し
て
い
る
。

加古郡消防協会出初め式（播磨町）

正
確
な
人
数
は
把
握
で
き

て
い
な
い
が
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談

が
あ
れ
ば
医
療
機
関
や
サ

ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
に
応
じ

た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

青
少
年
健
全
育
成
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
確
保
は

　

少
年
軟
式
野
球
チ
ー
ム

の
練
習
場
が
な
く
な
っ
た

の
で
、
町
の
権
限
で
、
占

有
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
な

ど
は
で
き
な
い
か
。

教
育
政
策
部
長　
財
政
面

や
設
備
面
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
る
。
今
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
等
を
有
効
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

生
涯
学
習
担
当
部
長
職

が
廃
止
さ
れ
、
権
限
の
一

元
化
で
調
整
で
き
な
い
か
。

教
育
政
策
部
長　
社
会
教

育
の
推
進
を
図
る
た
め
、

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い

範
囲
で
学
校
施
設
を
開
放

し
て
い
る
。

若年性認知症生活支援ガイドブック
（加古川元気会）

町　長
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子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
担
当
課
の
業
務
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長　
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
調
査

研
究
、
他
の
自
治
体
で
の

実
施
事
例
の
情
報
収
集
等

を
行
い
、
当
町
に
ふ
さ
わ

し
い
子
ど
も
の
居
場
所
等

を
検
討
し
て
い
く
。

　

法
定
外
公
共
物
で
あ
る

水
路
堤
の
竹
林
管
理
、
伐

採
し
た
竹
や
隣
接
地
に
侵

入
し
て
い
る
竹
の
対
応
を

町
で
お
願
い
で
き
な
い
か
。

経
済
環
境
部
長　
水
路
堤

に
密
生
す
る
竹
林
の
維
持

管
理
は
、
水
路
管
理
者
で

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

水
路
管
理
者
が
直
接
竹
を

伐
採
し
処
分
す
る
場
合
は
、

生
活
環
境
課
に
相
談
い
た

だ
き
た
い
。
竹
林
が
農
地

に
侵
入
し
た
場
合
の
竹
の

処
分
は
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
の
利
用
が
可
能

か
ど
う
か
産
業
課
に
相
談

い
た
だ
き
た
い
。

　

認
知
症
伴
走
型
支
援
事

北山水路に密生する竹林の管理は
経済環境部長 水路管理者で行っていただきたい

子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を

健
康
福
祉
部
長

居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

樋ひ 

口ぐ
ち

　
瑞み
ず 

佳か

山
やま

 田
だ

　立
たつ

 美
み

水路から畑に侵入する竹林

天
満
大
池
バ
イ
パ
ス
整
備

に
伴
う
清
久
寺
交
差
点
は

　

清
久
寺
北
側
道
路
の
交

差
点
化
や
信
号
機
設
置
要

望
に
対
す
る
検
討
状
況
は
。

地
域
整
備
部
長　
県
加
古

川
土
木
事
務
所
か
ら
、
地

域
の
要
望
を
受
け
止
め
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、

検
討
を
進
め
て
い
く
と
聞

い
て
い
る
。

変
化
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
地
域
共
同
体
）

　

時
代
変
化
で
新
旧
住
民

の
相
互
理
解
が
必
要
だ
と

思
う
。
野
焼
き
の
苦
情
件

数
と
子
ど
も
会
加
入
率
は
。

経
済
環
境
部
長　
野
焼
き

の
苦
情
件
数
は
、
４
年
度

７
件
、
３
年
度
９
件
、
２

年
度
６
件
、元
年
度
５
件
、

30
年
度
２
件
で
あ
る
。

経
営
政
策
部
長　
子
ど
も

会
加
入
率
は
、
平
成
25
年

か
ら
令
和
４
年
に
か
け
て
、

93
・
４
％
か
ら
96
・
１
％

で
推
移
し
て
い
る
。

業
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長　
当
町
で

は
、
こ
の
事
業
を
実
施
し

て
い
な
い
が
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
稲
美
苑
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
り

に
く
い
ケ
ー
ス
の
相
談
や

助
言
等
の
伴
走
型
の
支
援

を
依
頼
し
て
い
る
。

　

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
率
が
上
が
る
よ
う

に
購
入
金
額
の
半
額
補
助

を
検
討
し
て
は
。

経
済
環
境
部
長　
交
通
安

全
教
室
で
の
指
導
や
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
着
用
の

重
要
性
に
つ
い
て
周
知
を

図
る
。
購
入
補
助
は
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
。

行政とコミュニティの関係構築を
新たに考え始める時期かもしれない
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県
で
品
種
改
良
中
の
キ

ヌ
ヒ
カ
リ
に
代
わ
る
新
品

種
米
の
栽
培
開
始
時
期
は
。

経
済
環
境
部
長　
６
年
度

に
品
種
登
録
し
、
７
年
度

か
ら
栽
培
開
始
予
定
で
あ

る
。

　

水
稲
以
外
に
品
種
改
良

さ
れ
て
い
る
農
作
物
は
あ

る
の
か
。

　

町
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
は
４
年
度
末
で

51
億
３
千
万
円
と
な
り
、

最
近
６
年
間
で
24
億
円

増
加
し
た
。
安
定
的
財
政

運
営
は
評
価
す
る
が
、
住

民
へ
還
元
を
す
べ
き
で
あ

る
。

経
営
政
策
部
長　
現
在
の

残
高
は
、
健
全
な
財
政
運

営
を
続
け
て
き
た
結
果
と

考
え
る
。
将
来
的
な
費
用

負
担
も
考
慮
し
な
が
ら
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落

と
す
こ
と
な
く
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
給
食
の
無
償
化
を

　

町
の
給
食
は
地
産
地
消

新
品
種
米
の
栽
培
開
始
は

７
年
度
か
ら
栽
培
開
始
予
定

経
済
環
境
部
長

池
いけ

 田
だ

　博
ひろ

 美
み

河か
わ 

田た

　
公く 

利り 

助す
け

新品種育成中の水稲
（県農林水産技術総合センター）

楽しい給食の時間（天満東小学校）

経
済
環
境
部
長　
直
近
10

年
以
内
で
、
黒
大
豆
、
い

ち
ご
が
品
種
改
良
の
品
目

と
し
て
あ
る
。

　

他
の
農
業
施
策
は
。

経
済
環
境
部
長　
農
薬
に

頼
ら
な
い
水
稲
雑
草
防
除

技
術
の
実
証
実
験
を
行
っ

て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は

　

現
在
、
進
め
ら
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
予

約
シ
ス
テ
ム
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

教
育
政
策
部
長　
現
状
の

「
窓
口
予
約
」
か
ら
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て

24
時
間
予
約
申
し
込
み

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
」
を

検
討
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
使
え
な
い
人
へ
の

対
応
は
、ど
う
す
る
の
か
。

教
育
政
策
部
長　
運
用
面

で
対
応
で
き
る
よ
う
配
慮

し
て
い
き
た
い
。

財政調整基金で住民に還元を
将来負担を考慮し有効に活用する

を
心
掛
け
、
自
校
直
営
式

で
調
理
員
の
顔
が
見
え
る

他
市
町
に
誇
れ
る
給
食
だ
。

　

保
護
者
負
担
軽
減
・
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て

中
学
校
給
食
の
無
償
化
を
。

教
育
政
策
部
長　
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

食
材
物
価
上
昇
分
支
援
や

食
材
費
の
一
部
補
助
、
就

学
援
助
制
度
な
ど
で
保
護

者
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

天
満
東
幼
稚
園
で
３
歳
児

受
け
入
れ
を

教
育
政
策
部
長　
幼
稚
園

教
育
計
画
策
定
委
員
会
で

町
立
幼
稚
園
の
在
り
方
を

考
え
た
い
。

経営政策部長
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空
き
家
に
対
す
る
法
改

正
で
、
有
効
活
用
や
適
正

管
理
が
強
化
さ
れ
る
。
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
利
用

制
約
が
厳
し
い
た
め
住
民

目
線
で
見
直
す
べ
き
で
は
。

地
域
整
備
部
長　
空
き
家

等
対
策
協
議
会
で
、
第
２

期
稲
美
町
空
き
家
等
対
策

計
画
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

　

い
ま
や
女
性
の
視
点
を

生
か
す
必
要
性
は
認
識
さ

れ
て
い
る
。
防
災
担
当
女

性
職
員
を
配
置
し
、
備
蓄

物
資
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

配
慮
し
て
備
え
る
べ
き
だ

が
、
当
町
の
現
状
は
。

経
済
環
境
部
長　
現
在
、

危
機
管
理
課
に
一
般
職
の

女
性
職
員
は
配
属
さ
れ
て

い
な
い
が
、
年
齢
や
性
別

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
。

稲
美
町
地
域
防
災
計
画
を

毎
年
見
直
し
て
お
り
、
今

後
も
ま
た
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
備

蓄
品
目
を
検
討
し
て
い
る
。

担当女性職員の配置を
様々な視点を取り入れて取り組む経済環境部長

空
き
家
対
策
と
空
き
家
バ
ン
ク
を
問
う

周
知
方
法
・
情
報
発
信
等
を
検
討
す
る

池
いけ

 田
だ

　い つ 子
こ

関せ
き 

灘な
だ

　
真ま 

澄す
み

空き家バンク制度の仕組み

除草作業中の圃
ほ

場
じょう

学
校
給
食
費
公
会
計
は

　

町
税
と
同
じ
取
り
扱
い

に
理
解
は
得
ら
れ
る
の
か
。

教
育
政
策
部
長　
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
。

議
会
宛
陳
情
書
の
扱
い
は

　

町
内
住
民
の
提
出
分
に

真
摯
な
対
応
を
求
め
る
。

経
営
政
策
部
長　
町
行
政

運
営
の
参
考
に
し
て
い
る
。

い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
講
座

　

な
ぜ
廃
止
に
な
っ
た
か
。

健
康
福
祉
部
長　
当
初
目

的
の
60
歳
代
の
利
用
が

減
少
し
、ま
た
、各
種
サ
ー

ク
ル
等
が
豊
富
に
な
っ
た
。

組
織
機
構
改
革
の
検
討
を

　

縦
割
り
行
政
の
見
直
し

が
必
至
の
時
代
だ
が
。

経
営
政
策
部
長　
住
民
ニ

ー
ズ
に
対
し
て
、
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え

る
よ
う
、
効
率
的
な
執
行

体
制
に
努
め
て
い
く
。

無
農
薬
米
の
栽
培
は

経
済
環
境
部
長　
今
年
度

か
ら
３
カ
年
に
わ
た
り
、

県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
及
び
Ｊ
Ａ
兵
庫
南
の
協

力
の
も
と
、
集
落
営
農
組

合
に
委
託
し
、
農
薬
に
頼

ら
な
い
水
稲
雑
草
防
除
技

術
の
実
証
実
験
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
学
校
給
食
に
提

供
し
て
い
る「
万
葉
の
香
」

を
有
機
栽
培
に
変
え
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

３
年
後
の
収
穫
量
は
。

経
済
環
境
部
長　
90
㌃
か

ら
３
㌶
ま
で
面
積
を
増
や

し
、
約
10
㌧
の
収
穫
量
を

見
込
ん
で
い
る
。

地
域
整
備
部
長
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
に
は
、
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
た

う
え
で
、
諸
施
策
を
進
め

て
い
く
べ
き
だ
。

経
済
環
境
部
長　
社
会
全

体
が
大
き
く
変
動
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
策
定

を
見
合
わ
せ
て
い
る
。
現

段
階
で
は
、
概
ね
第
２
次

　

町
長
は
ど
の
よ
う
な
形

で
住
民
の
声
を
聴
く
の
か
。

町
長　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
、
住
民
の

声
を
聴
く
機
会
を
広
げ
る
。

　

子
育
て
世
代
の
保
護
者

の
経
済
支
援
に
、
学
校
給

食
の
無
償
化
を
求
め
る
。

教
育
政
策
部
長　
給
食
の

経
費
負
担
は
、
学
校
給
食

法
に
よ
り
食
材
費
は
保
護

者
負
担
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ

無
償
化
の
予
定
は
な
い
。

　

一
律
10
万
円
の
入
園
・

入
学
準
備
金
を
求
め
る
。

教
育
政
策
部
長　
就
学
援

助
制
度
に
よ
り
小
学
生

（
５
万
４
千
60
円
）
27
人
、

多くの住民の声をまちづくりに
町　長 タウンミーティングを開催

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
工
程
は

経
済
環
境
部
長

第
２
次
環
境
基
本
計
画
の
施
策
を
継
続

長
は

 谷
せ

 川
がわ

　和
かず

 重
しげ

山や
ま 

口ぐ
ち

　
　
守
ま
も
る

中
学
生
（
６
万
円
）
25
人

に
支
給
し
て
い
る
。
入
園

児
へ
の
支
援
予
定
は
な
い
。

　

校
区
ま
ち
づ
く
り
補
助

金
の
見
直
し
を
求
め
る
。

教
育
政
策
部
長　
ま
ち
づ

く
り
補
助
金
は
、
５
校
区

に
40
万
円
ず
つ
補
助
し
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

見
直
し
の
予
定
は
な
い
。

　

自
治
会
に
に
ぎ
わ
い
創

出
の
た
め
の
補
助
金
を
。

経
済
環
境
部
長　
自
治
会

員
の
み
が
対
象
の
事
業
は

該
当
し
な
い
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
助
成
金
を
。

経
済
環
境
部
長　
着
用
の

重
要
性
を
啓
発
す
る
。
助

成
は
検
討
課
題
と
す
る
。

環
境
基
本
計
画
の
基
本
目

標
に
沿
っ
た
施
策
を
継
続

し
て
い
る
。

静
穏
な
生
活
環
境
を

　

相
の
山
の
住
宅
地
内
を

通
行
す
る
大
型
車
両
問
題

の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

環
境
保
全
条
例
に
あ
る
町

の
責
務
を
果
た
す
べ
き
。

経
済
環
境
部
長　
騒
音
や

振
動
に
つ
い
て
、
事
業
者

に
対
し
て
粘
り
強
く
改
善

を
求
め
て
い
く
。

　

関
係
行
政
機
関
と
の
協

力
は
。

経
済
環
境
部
長　
町
土
木

課
、
加
古
川
警
察
署
、
東

播
磨
県
民
局
な
ど
、
関
係

行
政
機
関
と
相
談
し
対
応

に
努
め
て
い
る
。

孤
独
・
孤
立
対
策

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
導
入
の
検
討
は
。

健
康
福
祉
部
長　
引
き
続

き
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

調
査
研
究
に
取
り
組
む
。

カーボンニュートラルとは、温室効果ガスの排出量と
吸収量を均衡させること（環境省ホームページから）

自転車用ヘルメット購入に助成金を
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役
場
４
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の
横

に
広
い
ロ
ビ
ー
が
あ
る
が
、

こ
の
場
所
を
児
童
生
徒
が

利
用
す
る
学
習
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

経
営
政
策
部
長　
児
童
生

徒
が
使
う
学
習
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
活
用
は
現
在
も

可
能
で
あ
る
が
、
広
く
住

　

通
学
中
の
負
傷
件
数
は
。

教
育
政
策
部
長　
４
年
度

は
７
件
あ
っ
た
。

　

児
童
生
徒
や
保
護
者
へ

の
事
故
発
生
場
所
や
危
険

な
場
所
の
周
知
は
。

教
育
政
策
部
長　
重
大
な

事
故
等
は
、
折
に
触
れ
て

児
童
生
徒
に
知
ら
せ
る
。

　

小
中
学
校
の
交
通
安
全

指
導
や
地
域
に
お
け
る
取

り
組
み
状
況
は
。

教
育
政
策
部
長　
学
校
で

交
通
安
全
教
室
等
を
行
い
、

チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
っ
て

地
域
啓
発
も
行
っ
て
い
る
。

学
校
健
診
後
の
対
応
は

　

要
受
診
の
児
童
生
徒
の

登下校中の交通安全対策は
教育政策部長 交通安全指導や啓発を行っている

今
以
上
に
公
共
施
設
の
有
効
活
用
を

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
研
究
す
る

吉よ
し 

田だ

　
　
剛
つ
よ
し

小
こ

 山
やま

　裕
ゆう

 美
み

民
に
使
っ
て
い
た
だ
く
共

用
ス
ペ
ー
ス
な
の
で
、
ル

ー
ル
を
守
っ
て
使
用
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
公
共
施
設
の
利

活
用
の
幅
を
広
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
。

経
営
政
策
部
長　
公
共
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
守

っ
て
い
く
も
の
、
変
え
た

ほ
う
が
い
い
も
の
が
あ
る
。

他
市
町
の
状
況
や
事
例
等

を
注
視
し
、
利
用
し
や
す

い
公
共
施
設
に
な
る
よ
う

研
究
し
て
い
く
。

播
州
葡ぶ

ど
う萄

園
跡
地
の
こ
れ

か
ら
は

　

以
前
の
質
問
時
に
は
、

公
園
化
は
町
の
夢
で
あ
る

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
政
策
部
長　
現
状
の

取
り
組
み
と
し
て
、
国
の

補
助
制
度
を
活
用
し
用
地

を
取
得
し
、
史
跡
指
定
地

の
公
有
化
を
進
め
て
い
る
。

治
療
状
況
は
。
家
庭
の
事

情
等
で
受
診
で
き
な
い
ケ

ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
、

保
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や

関
係
機
関
と
の
連
携
は
。

教
育
政
策
部
長　
４
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
治
療

報
告
は
５
か
ら
７
割
だ
っ

た
。
未
受
診
の
場
合
は
保

護
者
に
医
療
機
関
の
情
報

を
提
供
し
、
懇
談
時
等
に

受
診
を
勧
め
て
い
る
。

環
境
問
題
に
も
な
る
飼
い

主
の
い
な
い
猫
の
対
策
を

経
済
環
境
部
長　
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
言

を
頂
き
、
対
策
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
る
。

播州葡萄園跡地の公園化実現を（印南）

道路への飛び出しは危険

経
営
政
策
部
長
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子
育
て
世
帯
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
の
が
地
方
自

治
体
の
使
命
で
あ
る
。
県

下
で
も
相
生
市
と
加
西
市

が
給
食
費
無
償
化
を
既
に

実
施
し
て
い
る
。
当
町
も

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
。

教
育
政
策
部
長　
学
校
給

食
の
実
施
に
必
要
な
経
費

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
求
め
る

教
育
政
策
部
長

無
償
化
に
す
る
予
定
は
な
い

大お
お 

路じ

　
　
恒
ひ
さ
し

負
担
は
、
食
材
と
な
る
お

米
、
牛
乳
や
野
菜
等
の
代

金
は
保
護
者
が
負
担
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
学
校
給
食
費
を
無

償
化
す
る
予
定
は
な
い
。

播
磨
町
の
所
得
基
準
と
稲

美
町
の
所
得
基
準
は

　

就
学
援
助
の
認
定
基
準

と
な
る
播
磨
町
と
当
町
の

４
年
度
の
所
得
基
準
は
。

教
育
政
策
部
長　
播
磨
町

は
４
人
世
帯
２
９
１
万
４

千
円
、
５
人
世
帯
３
２
９

万
６
千
円
、
稲
美
町
は
４

人
世
帯
２
９
１
万
円
、
５

人
世
帯
３
２
９
万
５
千
円

で
、
両
町
と
も
６
人
以
上

は
１
人
増
す
ご
と
に
39
万

円
加
算
さ
れ
る
。

　

播
磨
町
と
の
格
差
是
正

を
求
め
る
。

教
育
政
策
部
長　
算
出
の

基
と
な
る
地
域
等
級
が
異

な
る
た
め
差
が
生
じ
る
が
、

近
隣
の
状
況
も
見
な
が
ら

基
準
額
を
設
定
し
て
い
る
。

稲美中学校の給食室

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
　町議会では、予算や条例をはじめ行政に対する
一般質問など、住みよいまちづくりをめざして審
議をしています。
　議会がどのように運営されているか、ぜひこの
機会に傍聴してみませんか。

　本会議及び委員会の傍聴の受け付けは、開催の
1時間前から開始します。
　なお、要約筆記、手話通訳が必要な人は、１週間
前までにお問い合わせください。

★本会議の傍聴
１．		受付場所は役場３階の議場前で、傍聴席は27席
設けています。（先着順）
そのうち、３席はヘッドホンを設置し、明瞭な音
声を聴くことができます。また、車椅子に乗っ
たままでも傍聴席に着くことができます。

２．		傍聴人受付票に住所・氏名・年齢を記入のうえ、
傍聴人受付箱に投函してください。

※		１階ロビーのＡＴＭ前に設置したモニターでも議
会の様子を生中継でご覧いただけます。また、一
般質問の録画放送を本会議終了後に行います。

★委員会の傍聴
１．		受付場所は議会事務局で、傍聴席は10席設けて

います。（先着順）
２．		傍聴人受付票に住所・氏名・年齢を記入のうえ、

傍聴人受付箱に投函してください。
※		日程及び調査内容は、決まり次第稲美町のホーム
ページに掲載します。調査内容の変更がある場合
もありますので、詳しい日程は、議会事務局までお
問い合わせください。

次回の定例会の日程（予定）
と　　き 予定されている主な内容

8月18日（金）９:30～ 議案の提案理由の説明
8月30日（水）９:30～ 一般質問
8月31日（木）９:30～ 一般質問
9月12日（火）９:30～ 議案に対する質疑・討論・表決

令和４年度 決算特別委員会の日程（予定）
と　　き

9月4日（月）９:30～
9月6日（水）９:30～
9月7日（木）９:30～
9月8日（金）９:30～（予備日）

【問合先】
	 議会事務局　　☎４９２－９１４７（直通）
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議会映像をインターネットで配信しています議会映像をインターネットで配信しています
　議会開催時の生中継と録画放送が、インターネットを利用してパソコンやスマートフォンなど
で視聴できます。詳しくは、町ホームページの「稲美町議会」「議会映像インターネット配信」
をご覧ください。

令和4年度 令和4年度 政務活動費の収支報告をお知らせします政務活動費の収支報告をお知らせします
★政務活動費とは？
　政務活動費は、町議会議員の調査研究のために必要な経費の一部として、会派または議員の申請に基づき１人
当たり月額10,000円（年額120,000円）を交付しています。令和４年度は、14人中13人が申請しました。

★収支報告は？
　会派の代表者または議員は、年度終了後30日以内に証拠書類（１円以上の領収書すべて）を添えて収支報告書
を議長に提出し、残額は返還することになっています。

　なお、より詳しい内容をお知りになりたい場合は、収支報告書閲覧請求書を提出していただきますと、開示決
定後に政務活動費収支報告書等を議会事務局にて閲覧していただけます。

　令和４年度の各会派及び議員の交付確定額、支出額、返還額は、下表のとおりです。

★どんなことに使っているの？
　次のような基準に従って使っています。

令和４年度　政務活動費収支報告（令和４年４月～令和５年３月）
会派名または議員名 交付確定額 支出額合計 支出内訳 返還額 主な支出内容調査研究費 研修費 会議費 資料購入費
万葉クラブ（2人）
所属議員：		池田　博美、

河田	公利助
240,000 222,681 87,950 120,000 0 14,731 17,319

研修会参加（11月）	
先進地調査（2月）	
図書購入

志成会（2人）
所属議員：		山田　立美、

樋口　瑞佳
240,000 266,518 110,424 43,620 0 112,474 0

研修会参加（8・1・3月）	
先進地調査（3月）	
図書購入

リベラルＩＮＡＭＩ（2人）	
所属議員：		大山　和明、

吉田　　剛
240,000 18,066 0 0 0 18,066 221,934 図書購入

池田　いつ子 120,000 65,290 0 65,290 0 0 54,710
研修会参加（4・5・6・7・
8・9・10・11・12・1・2・
3月）

大路　　恒 0
（申請していない）

木村　圭二 120,000 125,473 125,473 0 0 0 0 先進地調査（5・11・2月）
小山　裕美 120,000 0 0 0 0 0 120,000
関灘　真澄 120,000 133,540 0 133,540 0 0 0 研修会参加（5・11・1月）
辻元　誠志 120,000 0 0 0 0 0 120,000
長谷川　和重 120,000 38,000 38,000 0 0 0 82,000 先進地調査（2月）

山口　　守 120,000 68,580 1,370 54,330 0 12,880 51,420
先進地調査（5月）
研修会参加（8・9・10・
11・12・1月）
図書購入

合　計 1,560,000 938,148 363,217 416,780 0 158,151 667,383

経　費 内　　　　　容

調査研究費 会派または議員が行う町の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に要する経費
（調査委託費、交通費、宿泊費、視察料、資料印刷費）

研 修 費
会派または議員が行う研修会、講演会等の実施に要する経費並びに団体等が開催する研修会、講演会等へ
の参加に要する経費
（会場費・機材借り上げ費、講師謝金、資料印刷費、会費、交通費、宿泊費）

会 議 費
会派または議員が行う各種会議、住民相談会等に要する経費並びに団体等が開催する意見交換会等各種
会議への参加に要する経費
（会場費・機材借り上げ費、交通費、資料印刷費）

資料購入費 会派または議員が行う活動のために必要な図書、資料の購入、利用等に要する経費
（図書購入費、資料購入・借り上げ費）
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当
町
の
不
登
校
児
童
生

徒
数
は
、
小
学
校
は
ゆ
る

や
か
な
増
加
で
、
中
学
校

は
５
年
間
で
約
２
倍
に
増

加
し
て
い
る
。

　

各
小
中
学
校
で
不
登
校

対
策
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
児
童
生
徒
へ
の
計
画

的
な
支
援
及
び
保
護
者
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

る
。

問	

ふ
れ
あ
い
教
室
と
、

両
中
学
校
の
ふ
れ
あ
い
ル

ー
ム
の
利
用
者
数
は
。

答	

ふ
れ
あ
い
教
室
を
利

用
す
る
児
童
生
徒
は
14
人

で
、
そ
の
う
ち
毎
日
通
う

の
は
約
３
人
、
ふ
れ
あ
い

ル
ー
ム
の
利
用
者
は
、
両

中
学
校
共
に
、
常
時
１
～

２
人
程
度
で
あ
る
。

問	

不
登
校
の
生
徒
が
高

校
に
進
学
し
た
後
の
継
続

調
査
は
行
っ
て
い
る
か
。

答	

中
高
連
絡
会
を
持
ち
、

追
跡
調
査
を
し
て
い
る
。

認
知
症
施
策
の
推
進

　

認
知
症
施
策
と
し
て
、

町
で
は
認
知
症
の
人
と
家

族
を
支
え
る
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
講
座
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
認
知

症
の
人
を
実
際
に
支
援
す

る
た
め
の
知
識
・
技
能
を

習
得
す
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
講
座
を
開
い
て
い
る
。

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

の
修
了
者
等
で
構
成
す
る

団
体
が
、
認
知
症
カ
フ
ェ

で
、
認
知
症
の
人
の
見
守

り
や
居
場
所
づ
く
り
、
本

人
や
家
族
の
話
し
相
手
、

専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
認
知
症
カ
フ
ェ
は

「
母
里
カ
フ
ェ
」（
い
な
み

野
母
里
こ
ど
も
園
内
）
と

「
な
ん
な
ん
喫
茶
」（
天
満

南
小
学
校
内
）
で
、
月
１

回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

問	

町
内
で
認
知
症
カ
フ

ェ
が
増
え
た
要
因
は
。

答	

認
知
症
の
人
が
過
ご

せ
る
場
所
が
不
足
し
て
い

た
が
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
活
動
の
な
か
で
、
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
人
た

ち
が
つ
な
が
り
、
設
立
に

至
っ
た
。

い
な
み
っ
こ
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
始
ま
る

　

妊
産
婦
の
タ
ク
シ
ー
費

用
１
万
円
分
を
助
成
す
る
。

問	

友
人
の
同
乗
や
、
父

親
と
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
の
乗

車
で
も
利
用
可
能
か
。

答	

母
子
健
康
手
帳
と
利

用
券
が
あ
れ
ば
、
利
用
で

き
る
。

現
地
調
査

　

い
な
み
野
水
辺
の
里
公

園
を
現
地
調
査
し
た
。

そ
の
他
調
査
事
項

　

税
の
収
納
状
況
な
ど
。

（
５
月
10
日
・
11
日
開
催
）

総務福祉文教
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

樋口　瑞佳
山口　　守
関灘　真澄
木村　圭二
池田　博美
池田いつ子
大山　和明

ホタル育成の説明を受ける（いなみ野水辺の里公園）

小
中
学
校
の

小
中
学
校
の

　
　
　
　  
「
心
の
教
育
」の
充
実
を

「
心
の
教
育
」の
充
実
を
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委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

小山　裕美
田　　剛
河田公利助
大路　　恒
辻元　誠志
山田　立美
長谷川和重

生活産業建設
委員会報告

　

町
内
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
目
的
と
し
て
、
住
民

団
体
等
が
開
催
す
る
事
業

費
総
額
20
万
円
以
上
の
イ

ベ
ン
ト
や
サ
プ
ラ
イ
ズ
花

火
に
補
助
金
を
交
付
す

る
。

　

１
事
業
当
た
り
の
補
助

額
の
上
限
は
、
イ
ベ
ン
ト

は
20
万
円
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

花
火
は
80
万
円
で
、
交
付

を
受
け
る
た
め
に
は
、
事

前
申
請
、
事
業
実
施
後
の

実
績
報
告
な
ど
の
書
類
の

提
出
が
必
要
と
な
る
。

問	

自
治
会
や
子
ど
も
会
、

町
外
の
団
体
も
補
助
の
対

象
に
な
る
の
か
。

答	

特
定
の
人
の
み
を
対

象
と
し
な
い
、
町
内
で
行

う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、

補
助
対
象
と
な
る
。

問	

イ
ベ
ン
ト
と
サ
プ
ラ

イ
ズ
花
火
の
補
助
は
、
同

時
に
受
け
ら
れ
る
の
か
。

答	

可
能
で
あ
る
。

問	
事
業
の
全
て
を
団
体

に
任
せ
ず
、
安
全
管
理
面

な
ど
に
は
町
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
は
。

答	

今
ま
で
町
主
催
で
実

施
し
て
い
た
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
と
は
異
な
り
、
小
規

模
イ
ベ
ン
ト
を
町
内
各
地

区
で
実
施
す
る
た
め
、
町

が
全
て
を
管
理
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
駐
車
場
や
警

備
員
の
配
置
な
ど
は
、
実

施
団
体
が
警
察
と
直
接
協

議
を
し
て
頂
く
が
、
町
も

可
能
な
点
は
協
力
す
る
。

問	

補
助
金
の
交
付
申
請

か
ら
決
定
ま
で
の
期
間
は
。

答	

２
週
間
程
度
と
な
る
。

問	

申
請
状
況
は
。

答	

現
在
、
10
団
体
か
ら

相
談
を
受
け
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
１
団
体
は
、
イ

ベ
ン
ト
補
助
が
決
定
し
て

い
る
。

５
年
度
の
主
要
事
業
計
画

　

地
籍
調
査
、
町
道
等
の

維
持
補
修
、
菊
徳
土
地
区

画
整
理
、
上
下
水
道
事
業

な
ど
を
進
め
る
予
定
。

［
菊
徳
土
地
区
画
整
理
］

問	

今
後
の
予
定
は
。

答	

今
年
度
に
実
施
設
計

を
行
い
、
工
事
に
着
手
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

［
配
水
場
更
新
工
事
］

問	

西
部
配
水
場
の
配
水

池
は
、
更
新
工
事
で
縮
小

さ
れ
る
の
か
。

答	

今
ま
で
の
実
績
等
を

基
に
計
算
し
た
適
切
な
容

量
の
配
水
池
に
縮
小
し
、

事
業
費
の
抑
制
を
図
る
。

現
地
調
査

　

解
体
撤
去
工
事
を
進
め

て
い
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
を

現
地
調
査
し
た
。

そ
の
他
報
告
事
項

　

稲
美
町
上
下
水
道
事
業

運
営
委
員
会
の
開
催
状
況
。

	

（
５
月
９
日
開
催
）

「みずてっぽうあそび」を楽しむ子どもたち（2018いなみ大池まつり）

解体工事中の清掃センターを現地調査

にぎわい創出事業でにぎわい創出事業で
　　　　　　　まちを元気に　　　　　　　まちを元気に
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集
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会
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報
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任
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員
会

〒
675-1115  兵

庫
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加
古

郡
稲

美
町

国
岡
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☎

（
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直
通
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Ａ
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のQRコード

あなたの声を議会だよりに ☎492-9147（直通）FAX492-7979 電子メール gikai@town.hyogo-inami.lg.jp

議
会
だ
よ
りい

な
み

い
な

み

「議会だよりについて」

加古小学校体育館で練習する「家庭バレーボール協会」のみなさん

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

　

町
内
の
各
学
校
区
に
家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

が
あ
り
、
各
チ
ー
ム
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、

地
域
と
の
付
き
合
い
が
減

っ
て
い
く
昨
今
で
す
が
、

年
齢
の
垣
根
を
越
え
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
増
や
し

つ
つ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

楽
し
み
な
が
ら
健
康
増
進

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

年
４
回
大
会
を
実
施
し
、

他
チ
ー
ム
と
の
交
流
も
深

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
前
は
、

町
主
催
イ
ベ
ン
ト
等
の
お

手
伝
い
も
し
て
い
ま
し
た
。

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

と
し
て
望
む
こ
と
は

何
で
す
か

　

子
ど
も
が
小
さ
い
な
ど
、

時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合

は
、
練
習
だ
け
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
少
し
で
も
体

を
動
か
し
て
み
よ
う
と
思

う
人
は
、
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し

む
人
が
増
え
る
と
良
い
で

す
ネ
。

町
に
望
む
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

　

活
動
予
算
を
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
競

技
し
や
す
い
設
備
も
整
え

て
ほ
し
い
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

　

ス
ポ
ー
ツ
の
光
景
が
写

っ
て
い
る
ペ
ー
ジ
は
、
必

ず
読
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
減
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち

が
い
き
い
き
と
活
動
し
て

い
る
姿
を
見
る
と
嬉
し
く

思
う
の
で
、
子
ど
も
が
増

え
る
施
策
を
望
み
ま
す
。

体
育
協
会
「
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
」
を
訪
ね
て

広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

池
田　

博
美

　

副
委
員
長　

長
谷
川
和
重

　

委　

員　
　

山
口　
　

守

　

委　

員　
　

大
路　
　

恒

　

委　

員　
　

木
村　

圭
二

　

委　

員　
　

山
田　

立
美

　

暑
い
夏
が
来
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
、
５
年
度

施
策
や
議
会
の
活
動
を
、

様
々
な
視
点
か
ら
紹
介
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様

に
、
身
近
で
分
か
り
や
す

い
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
愛
さ
れ
る
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
長
谷
川　

和
重
）

稲美町家庭バレーボール協会

会長　長
なが

尾
お

　富
ふ

紀
き

子
こ

さん

会員　女性� 92 人

　

稲
美
町
に
住
ん
で
か
ら
26
年
に
な

り
ま
す
。
定
年
後
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
、
町
広
報
や
議
会
だ
よ
り
も
毎
回

読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
一
般
質
問
の
回
答

に
「
協
議
、
検
討
し
て
い
く
」「
取

り
組
み
た
い
」「
調
査
研
究
し
て
い

く
」
の
回
答
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

後
の
経
過
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
次
号

の
議
会
だ
よ
り
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
そ
の
後
の
検
討
結
果
等
の
経
過

が
分
か
る
記
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

原
はら

　敬
けいすけ

介さん

（相の山）
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